
Case records of the Massachusetts General Hospital  

2016 年度 第 15 回 B プリント 

Case 33-2016 : 

A 30-Year Old Woman with Severe Lower Abdominal Pain and Chills 

(N Engl J Med 2016; 375:1672-1681) 

 

Problem List 

#1 腹痛 

 -8 日前より増悪寛解を繰り返している両側下腹部痛。 

 -ナプロキセンで寛解。仰臥位以外の姿勢で苦痛。 

 -筋性防御(+)、反跳痛(-) 

#2 下痢 

 -5 日頃前より食事に伴う水様性・非血性下痢。絶食で寛解。 

#3 頻脈 

 -HR 129 bpm 

#4 卵巣嚢腫 

 -10 代の頃に指摘 

#5 白血球増多 

 - 27400 (Day 1) → 18800 (Day 2) 

 -好中球優位(~93%) 

#6 膿尿 

 -WBC 20-50 HPF 

 -Leukocyte esterase (+) (Nitrite (-)) 

#7 尿 Urobilinogen 陽性 

#8 尿 Ketone 陽性 

 

☆追加で行うべき検査を挙げてください。 
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【追加検査】 

 Reference Range, Adults On Arrival, ED of this 

hospital 

This hospital, Day 2 

Urine hCG - negative - 

Serum hCG <6 <6 - 

CA-125 0.0-35.0 - 196.1 

 

【造影 CT】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右付属器に最大径 8.8cm の嚢腫。壁は肥厚しており、 

造影効果を伴う。左付属器に最大径 4.3cm の同様な嚢腫。 

その他、後腹膜リンパ節の腫脹、腹水、腸管の軽度なびまん性肥厚を認める。 

 

追加 Problem List 

#9 CA-125 高値 

#10 両側付属器嚢腫 

 -壁肥厚、壁造影効果を伴う。 

#11 腹水 

#12 後腹膜リンパ節腫脹 

 

☆鑑別診断を挙げてください。 


